














　　  ①林の協定打診とイギリスの無関心（1901年 4～ 5月）
　　  ②清国賠償金問題の解決とイギリスの政策転換（6月 15日～）
　　  ③日英か？ 日露か？（7～ 8月）
　　  ④小村の外相就任と日本案の提出（9月 21日～）




　　  ⑥日英間の公式交渉（11～ 12月）
　　  ⑦伊藤の誤解とロシアとの交渉の糸口（11月 28日～）
　　  ⑧桂の誤解とロシアとの交渉打ち切り（～ 12月 23日）

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  1 3つの邦語史料とは，①「日英同盟協約締結始末」（林より小村外相宛書簡，明治 35年 5月 6日）（外
務省編纂『日本外交文書』第 35巻，32～ 61頁），②「日英協約交渉始末」（石井菊次郎書記官稿）（同
上，62～ 92頁），③「伊藤博文歐州漫遊中往復電信及英露禰曾当局大臣トノ談判ノ顚末上奏」（伊藤
博文奏議，明治 35年 5月 16日）（同上，92～ 144頁）の 3編である。
  2 小論前編（前号）で，1898年を 1989年と誤記。訂正させていただきたい。
  3 林ヨリ小村宛 1901/11/7　外務省編纂『日本外交文書』第 34巻，39～ 40頁（以下，『外交』34−39
～ 40と略す。）
  4 林ヨリ小村宛 1901/11/7『外交』34−42.
 Lansdowne to MacDonald, 1901/11/6, British Documents on the Origins of the War, 1989−1914, ii of 11 
vols. (ed. Gooch and Temperley,  London, 1927-38), p.99.（以下，BD ii 99　と略す。）
  5 林ヨリ小村宛 1901/11/7『外交』34−39～ 40.
  6 「日英協約交渉始末」『外交』35−70.
  7 『伊藤博文傳』（下巻）（春畝公追頌會，昭和 15年），527頁。（以下，『伊藤』と略す。）
  8 伊藤のロシア訪問に関しては，9月 11日の元老・首相会議でロシアとの交渉の必要性が確認され，
訪露が決定した（小村ヨリ杉村駐露臨時代理公使宛 1901/12/24『外交』34−54.）。ただし，「個人の
資格を以って」の意見交換というものであった。
  9 伊藤ヨリ桂首相宛 1901/12/22『外交』35−133～ 4.
 10 桂ヨリ伊藤宛 1901/11/12『外交』34−47.
 11 「日英協約交渉始末」『外交』35−70.




 16 「日英協約交渉始末」『外交』35−71～ 2.
 17 伊藤ヨリ桂宛 1901/11/15『外交』35−104.
 18 『後は昔の記他』346～ 7頁　および「日英協約締結始末」『外交』35−40.
 19 cf. 井上ヨリ伊藤宛 1901/11/28『外交』35−107.
 20 「日英同盟協約締結始末」『外交』35−39．
 21 伊藤ヨリ桂宛 1901/11/15『外交』35−104.
 22 桂ヨリ伊藤宛 1901/11/20『外交』34−49～ 50.
 23 林ヨリ小村宛 1901/11/21『外交』34−51.
 24 「日英同盟協約締結始末」『外交』35−40.
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 46 伊藤ヨリ井上宛 1901/11/28『外交』35−108.
 47 伊藤ヨリ桂宛 1901/12/6『外交』35−121～ 2.
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